
   

 

令和４年（2022 年）3 月 26 日 

宝塚市環境部地域エネルギー課 

 

第２次宝塚エネルギー２０５０ビジョン等における木質バイオマス資源活用の記載について 

 

１ 第２次宝塚エネルギー２０５０ビジョン（令和 3 年 7 月 27 日策定） 

 

（１）２０３０年度の再生可能エネルギーの自給率及び活用率の目標 

木質燃料ボイラーの燃料となる木質チップ市内で生産し、消費すると、再生可能エネ

ルギー熱の自給率と活用率がアップします。 

現状値は低い数値ですが、太陽熱利用システムや地中熱、バイオマス熱の利用を図り、

向上させることとしています。現状値と２０３０年度の目標は次のとおりです。 

 

 

 

 

      

 

（２）木質バイオマス 

２０３０年度の目標を達成するため、６つの対象毎の推進策をパッケージとして定め

ています。対象は次のとおりです。 

（１）住宅 （２）業務・産業 （３）交通 （４）公共施設 

（５）地域エネルギー事業 （６）人づくり・場づくり 

 

    木質バイオマスについては、下のとおり、（２）業務・産業と（５）地域エネルギー事

業において、取組を定めています。なお、【優先 PJ】とは、即効性があり、波及効果が高

いため、早期に取り組むことが望ましいプロジェクトのことです。 

 

 

 

 

 

 

  

資料２ 



２ 第２次宝塚市地球温暖化対策実行計画（令和 3 年 7 月 27 日策定） 

   

（１）２０３０年における温室効果ガス排出の削減目標 
 

   １９９０年度比で３０％削減（２０１３年度比で４１％削減）  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）木質バイオマス 

    目標を達成するための対策として５つの柱があり、柱４の具体的取組で木質バイオマ

スの取組について定めています。 

      

 

 

 

 

 

 


